
　３月１９日（水）に卒業式が挙行され、卒業生１２名が無事本校を卒業しました。卒業生
に卒業証書を渡す時、彼らの表情を一人ひとり見ると、少し大人の顔つきになっていまし
た。真剣な眼差しで卒業証書をもらう彼らに成長を感じ、胸がいっぱいになりました。
　日頃、私が各学年の教室をまわっていると、教室に４月の時に写した学級写真が、掲示さ
れているのを見かけます。その写真を見て、今の彼らと４月の頃の彼らを比べると、身長が
伸び身体的に大きくなった事に気づきます。また、学校生活を通して、子どもたちの会話や
活動を見ていると、精神的にも大きく成長したなと感じます。この一年間という時間は、気
づかぬうちに、子どもたちを成長させていました。
　今日で、令和６年度が終わりました。春休みは、ちょうど年度が変わる区切りの時期とな
ります。子どもたちには、是非この春休みに、１年間の「ふりかえり」をしてほしいと思い
ます。自分は何ができるようになったか？また、自分にとって継続して努力や学びが必要な
事は何なのか？自分なりに具体的に思い浮かべて「ふりかえり」をしてほしいと思います。
今の自分の現状を客観的に把握し考える経験は、１年生から
積み重ねることが重要になります。春休みの「ふりかえり」を、
令和７年度につなげてほしいと思います。
　１年間の教育課程が今日で終了しました。４月から
子ども達は、それぞれ１学年進級します。進級する
新しいステージに、夢と希望をたくさん抱えて、
元気に登校する子どもたちの姿を教職員一同楽しみ
にしています。
　最後になりますが、令和６年度が無事に終えること
ができたのも、保護者のみなさまや地域のみなさまが、
本校の教育活動にご理解とご協力があったからだと感じます。
誠にありがとうございました。引き続き令和７年度もよろしくお願いいたします。
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ふりかえりは大切です！
校長　江副　弘毅

日頃の学校生活や子どもたちの様子は、
内郷小ホームページのブログ欄に掲載
していますので是非ご覧ください。


